
「海と海のいきもの」 

 

「手紙を書こう」 

 

 

 

 

 

 

『往復書簡』 湊 かなえ/著 幻冬舎 （一般） F6/ミ 

  

『人生論あなたは酢ダコが好きか嫌いか  

女二人の手紙のやりとり』         

  佐藤 愛子/著 小島 慶子/著 小学館 （一般） 915.6/サ 

 

『もっと好きになるガラスペンとインクの本』  

武田 健/著 グラフィック社 （一般）  589.73/タ 

 

『手紙の作法』 亀井 ゆかり/著 かんき出版 （一般） 816.6/カ 

 

 

  

 

『うみへ』 三浦 太郎/作 偕成社 （児童） Ｅ/ミ 

 

『うみのおと』 たちもと みちこ/さく･え 教育画劇 （児童） Ｅ/タ 
 

『くじらのいるこみち』 塩野 米松/文 はた こうしろう/絵  
               農山漁村文化協会 （児童）Ｅ/ハ 

 

『うみべのこねこ』 宇野 克彦/作 西川 おさむ/絵 

ひさかたチャイルド （児童）  Ｅ/ニ 

 

『タコやん』  
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下関市立菊川図書館  

〒750-0317 下関市菊川町下岡枝１９３－8 

TEL ：083-287-0102  FAX：083-287-0202 
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  ●今月の特集のテーマは・･･  

だ 
 

 

よ 
 

 

＝休館日 
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2025 年 7 月発行 

 

7月 23日は、手紙やハガキに 

親しむ「ふみの日」です。 

 
館 
 

５日 

書 
 

23日 

菊川図書館では、毎月第 1土曜日に赤い三輪車さんによる

読み聞かせ“おはなしのじかん”があります。 

例年、8月はお休み月ですが、今年は職員が 

“おはなしのじかん”を行います。 

＝おはなしのじかん 

 14：00～14：30          

14：00～１４：30 
＝菊川読書の日 

 

どんな本が読まれるかは 

当日のお楽しみ！ 

ぜひ聞きに来てね!! 

図 
 

２６日（土）雑誌リサイクル 9：30～なくなり次第終了 

おひとり３冊まで 

 

日にち…8月 2日（土曜日） 

じかん…14時～14時 30分 

●開館時間  

９：３０～１８：３０ 

  

お し ら せ 

 

★７月の図書館カレンダー 

           

富安 陽子/ぶん 南 伸坊/え 福音館書店 （児童） Ｅ/ミ 



 

『岩石のきほん』 下司 信夫/著  斎藤 雨梟/絵 
誠文堂新光社 （一般） 458/ゲ 

  

貸出中の場合は、予約をご利用ください。予約のお申込は、 

窓口や電話、図書館のホームページからも出来ます。 

 

『往来絵巻 貸本屋おせん』 高瀬 乃一/著  

文藝春秋  （一般） F6/タ 

デビュー作『貸本屋おせん』で日本歴史時代作家協会賞

新人賞を受賞された高瀬乃一さんのシリーズ第２作目。 

幼くして両親を失ったおせんは、女手ひとつで貸本屋を

営む。本にまつわる様々な事件に巻き込まれながらも奮 

闘する姿を描いた本です。 

植物の名前を網羅し、写真も数多く使い解説しています。

明治の文豪、鷗外がいろいろな種類の花々を慈しみ、 

とても熱心な植物愛好家でもあったとうかがい知ること

ができる一冊です。 

 

図 

着 

『せみのみんちゃんうまれたよ!』 
たけがみ たえ/作 絵  須田 研司/監修   

童心社 （児童） Ｅ/タ 

暑い夏がよけいに暑くなるセミの鳴き声。 

しかしセミたちの一生を知ると、かぎられた時間を懸命に

生きているんだな…とどこか応援したくなります。知って

いるようで知らないセミの世界をぜひご覧ください。 

 

 

 

 

    

  

『町あげての夏祭りを７月末に』（第 70号） 

菊川夏まつり花火大会が、今年も 7月 26日（土）に菊川ふれ

あい会館広場周辺で行われます。 

1968年（昭和 43年）から開催されており、今年で 58回目

です。『菊川の里 再発見（第 2版）』令和 2年 7月号「菊川花火

大会」によると「菊川の花火大会はその規模に於いて近隣の花火大

会を凌駕」と当時の盛大なおまつりの様子が書かれています。 

 

※『広報きくがわ縮刷版①』は菊川図書館で閲覧のみ可能です 

『菊川の里 再発見（第 2 版）』 

（下関市菊川町ふるさとづくり推進協議会/編）は貸出可能です。 

 

『みんなをつなぐアイヌの糸』 横塚 眞己人/写真と文 
ほるぷ出版 （児童） 753/ヨ 

       アイヌの伝統的な文化のひとつに「アットゥシ」と

呼ばれる織物があります。そのアットゥシを 60 年

以上織り続けている女性がいます。アットゥシが何

からどのようにして作られるか丁寧に工程を追っ

た写真とともに詳しく語られています。 

        

菊川にまつわる“き・く・が・わ・あ・れ・こ・れ” 

新 

郷土資料『広報きくがわ縮刷版①』には、かつて発行されていた 

“広報きくがわ”の昭和 30 年の創刊号から昭和 60 年の第 238 号 

までが掲載されています。 

今月は昭和 43 年７月 5 日に発行された「広報きくがわ第 70 号」

よりピックアップしました。 

 

着 
 

石ころから宝石まで、私たちの身の回りにはたくさん

の岩石があります。岩石はどのようにしてできるの

か、なぜ硬く重いのかなど、岩石ついての様々な疑問

をゆる～いイラストでわかりやすく解説。 

実際に石を見てみたくなる一冊です。 

書 


